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ロツバメシジミを授章

岩田　蒔ニ

クロツバメシジミ五井キ▼」

する。

ノミ♂（左：表面．右：要言

野市鶴巻，2．VI．202三、番
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三重県津市でアオヘリアオゴミムシを採集

小II「康哉

アオへリアオゴミ

ムシChlaenius（Ambb）一

genius）praeだctusBates，

1873は，三重県では

津市，伊勢市，名張市

で記録がある（秋田，

2005）。2005年以降の

記録は途絶えていたが，

松阪市で2019年に1個

体が記録された（西本，

2021）。筆者は近年記

録のない三重県津市で

本種を採集し，また生

アオへリアオゴミムシ（三重県　忠地を発見したので報

告する。なお，本種の

希少性を考慮し，地名の詳細は非公開としたい。

4♂12♀，三重県津市，13．IX．2021，筆者採集・保

管

本個体は　水田周辺にて水生昆虫の採集中に偶然歩

行している個体が目に入り，得られた。その後，周辺

を探すと，コキベリアオゴミムシやオオキベリアオゴ

ミムシに混じり，多数の本種が得られた。また，その

付近の街灯に飛来している個体を1頭採集した。

その後，数山ほど離れた2地点でも確認できたため，

条件の良い水田をどでは個体数が回復してきているも

のと思われる。

○参考文献

秋田勝己，2015．アオへリアオゴミムシ．三重県レッド

データブック2015～三重県の絶滅のおそれのある野

生生物～：143．

西本雄一郎，2021．ア才へリアオゴミムシを三重県で採

集．月刊むし（610）：22．

（〒581－0083八尾市永畑町3－2－3－506）

帽白亜咽開口開山申眉目

対馬庸二セモンキマメゲンゴロウの記録

秋田勝己・境　良朗

ニセモンキマメゲンゴロウPlatambusconverus

Okada，2011は，北海道江別市産の標本をもとに命名記

載された流水性のゲンゴロウである。

記載後，本州にも分布することが確認され，青森

県（北野，2012），秋田県（佐藤2020），福島県（吉井，

2012），神奈川県（藤原ほか，2020），愛知県（萩原，

2020）から記録されている。

秋田は　2022年7月に対馬を訪れ，この種を採集し

た。また，秋田の情報をもとに境は追加個体を得たので

記録しておきたい。

4♂2♀，対馬市上対馬町舟志（舟志川），10．VII．

2022，秋田採集；6♂4♀，同地，28．VII．2022，境

採集；2♂2♀，対馬市上県町飼所（飼所用支流），28．

VII．2022，境採集

3　　　　　　　　4　　　　　5

写真1－5．対馬産二セモンキマメゲンゴロウ♂－（1：斑紋が

量も発達した個体；2：斑紋が最も縮小した個体；3：膜面；4：交

尾器（背面）；5：中央片（側面）
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聞直周囲開口剛開田胤‖

いずれも，樹林におおわれた薄暗い渓流で　岸部の

樹木の根が絡んだ部分や落ち枝周辺に沈んだ枯れ葉

の下などから得られた。同時にモンキマメゲンゴロ

ウP．picti）ennis（Sharp，1873），キボシケシゲンゴロ

ウAll（PaChriajuZVOmaCuldta（Kamiya，1938），キボシ

ップゲンゴロウJtpanolacc（Philusni，OnenSis（Kamiya，

1939）を得た。

秋田の手元にある北海道産や福島県産の標本と比べ

ると，上麹黄色斑がやや縮小傾向にある（写真1，2）。

また体長は，7．0－8．9mmで　Okada（2011）の7．79

－8．91mm（三田村ほか（2017），中島はか（2020）は，こ

れを踏襲して7．8－8．9mmとしている）に比べて，幾

分小型の個体が多い。Okada（2011）および三田村ほか

（2017）の図や秋田の手元にある北海道産標本の♂交尾

器と比較すると，中央片を側方から見たときの湾曲が

弱く，同先端部を背面から見たときにやや細い（写真4，

5）。複数の交尾器を検したが，この特徴は安定しており，

北海道や本州北部の個体辞とは区別が可能である。

今回，この種が対馬でも得られたことから，朝鮮半

島や九州にも本種が分布する可能性が高い。今後の探

索が望まれる。

文末ながら，比較用標本を提供いただいた堀繁久氏，

平澤桂氏に感謝したい。
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吉井重幸，2012．福島県におけるニセモンキマメゲンゴ

48

嶺

N0．620，Oct．2

ロウの記録．ふくしまの虫（30）：65－66．

（秋田：〒514－1136津市久居東鷹跡町170二

（境：〒817－0032対馬市厳原町久田451－2

埼玉県からの

カスリケシカタビロアメンボの初記録

宮崎裕輔・相蘇

カスリケシカタビロ÷

ンボMcrovelia匂′uShuet

Esaki＆Miyamoto，

は，体長1．6－2．2m

のカタビロアメンボ

の1種である。本種に

州（東海地方以西），

州，石垣島，西表j

∋　与那国島に分布する
されていたが（林・

本，2018），近年にな

て茨城県（松島・渡i

2019）や千葉県（相芹

2021）から記録され

埼玉県産カスリケシカタビロ
アメンボ

分布の東隈を関東地方にまで広げている。筆者らはこ

れまで記録のなかった埼玉県において本種を採集し三

ので　同県から初めて記録するとともに関東地方から

の3例目として報告する。

なお，同定は林・宮本（2018）を参照し，♂の右交

尾鈎を含めた形態を精査して行った。

2♂1♀，埼玉県加須市北篠崎，23．IV．2022，筆者

ら採集・保管（写真）

採集地はヨシなどの押水植物の繁茂した薄暗い沼

地で　エサギアメンボLimn（POTuSeSakii（Miyamoto．

1958）が同所的に見られた。なお，今回は採集された

ものは無題型であり，長麹型は得られていない。

末筆ながら，本文の校閲をしていただいた東京農業

大学昆虫学研究室の石川忠教授には厚く御礼申し上げ

る。
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相蘇　巧，2021．千葉県からのカスリケシカタビロアメ

ンボの初記録．月刊むし（610）：7－8．

林　正美・宮本正一，2018．カタビロアメンボ科

Veliidae．川合禎次・谷田一三編，日本産水生昆虫科・

属・種への検索（第二版）：380－392．東海大学出版部，

秦野．
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埠島良介・渡辺黎也，2019∴

カタビロアメンボの記録．

中島　淳・林　成多・石田禾

2020．ネイチャーガイド日

総合出版，東京．
i宮崎：〒353－0004志木市

301）

l、相蘇：〒243－0034厚木面

虫学研究室）

埼玉県さいたま市で

ヨツモンカメノコハ」

近年，関東地方南部で分

カメノコハムシLaccoptera

県さいたま市で採集したの“

写真1．コツモンカメノコハム：

の得られた環境（矢印は採集坤

lex．（写真1），埼玉県さ

2022，筆者採集・保管

採集場所は芝川堤防沿い

グにより得られた（写真2

個体と考えられる。なお，

ら1カ月経過した7月21日

防を覆うツル草は帰化植

なお，本種は神奈川・ラ

の報文があり，定着が確言

いては埼玉県病害虫防除戸

生確認の発表のみで市町

○引用文献

埼玉県病害虫防除所，202

発生について．令和3年l

（〒338－0011さ


